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「・1「◆・言∵∴
晴
肪
団
車
両
の
移
り
変
わ
り

今
回
は
、
狭
山
市
消
防
団
が
発
足
し
た
当
時
か
ら
現
在

ま
で
の
消
防
団
車
両
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

消
火
栓
が
少
な
か
っ
た
昭
和
3
0
年
代
の
水
槽
付
き
車
両

か
ら
、
各
種
装
備
が
時
代
と
共
に
向
上
し
た
最
新
の
車
両

ま
で
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
当
時
は
運
転
技

能
が
未
熟
な
為
、

特
訓
を
施
し
た
。

②
水
槽
付
消
防
車

は
2
分
団
の
み
に

配
備
さ
れ
て
い
た
。

③
6
0
年
代
以
降
は

各
種
装
備
が
充
実

し
ま
し
た
。

④
消
防
団
機
能
強

化
の
た
め
に
多
く

導
入
さ
れ
た
車
両
。

⑤
8
0
年
代
前
半
か

ら
導
入
さ
れ
た
車

両。

⑥
最
新
の
車
両
は

A
T
車
が
主
流
に
。

入
団
式
　
晴
肪
広
域
化

平
成
2
5
年
4
月
7
日
（
日
）
、
埼
玉
西
部
消
防
組
合
狭
山
消

防
署
四
階
講
堂
に
お
い
て
新
入
団
員
1
8
名
を
迎
え
、
狭
山
市

消
防
団
入
団
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

狭
山
市
長
を
始
め
来
賓
の
方
々
か
ら
、
新
入
団
員
に
激
励

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
伊
藤
隆
弘
消
防
団
長
よ
り
辞
令
を

交
付
し
ま
し
た
。

新
入
団
員
紹
介

【
第
1
分
団
】

小
野
澤
祐
太
　
安
藤
雅
広

山
鹿
　
航

【
第
2
分
団
】

太
田
輝
彦
　
富
田
裕
司

太
田
　
旬

小
島
　
敦
（
6
月
入
団
）

【
第
4
分
団
】

北
田
貴
啓
　
木
村
友
洋

星
野
智
博
　
落
合
芳
徳

高
橋
　
翼
　
奥
冨
佑
一

尾
崎
治
寿
（
6
月
入
団
）

【
第
5
分
団
】

岩
田
　
瞬

内
藤
義
人

【
第
6
分
団
】

【
第
7
分
団
】

関
口
　
健

渡
追
翔
太

増
田
拓
也

古
谷
　
惰

4
月
1
日
（
月
）
よ
り
埼
玉
西
部
消
防
組
合
が
発
足
し
、

狭
山
市
消
防
署
に
代
わ
り
『
埼
玉
西
部
消
防
組
合
狭
山
消

防
署
』
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
本
部
を
所
沢

に
、
狭
山
・
入
間
・
飯
能
・
日
高
の
5
市
が
広
域
消
防
組
合
と

し
て
連
携
し
、
初
動
体
制
の
強
化
や
大
規
模
災
害
に
備
え
た

補
完
体
制
の
強
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
広
域
化
さ
れ
ま
し
た
。

広
域
化
に
伴
い
消
防
団
に
活
動
内
容
の
変
更
等
は
な
く

従
来
通
り
地
域
を
守
る
た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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第5分団でお揃いのTシャツを作

りました。地元愛を表し左腕には
「Ⅰ▼奥富」って入っているんです。

心南の火

給
金
に
つ
め
て

疾
病
や
外
傷
に
よ
り
、
突
然
に
意
識
障
害
、
心
肺

停
止
、
ま
た
は
大
量
出
血
に
よ
り
生
命
の
危
機
に

陥
っ
た
場
合
、
傷
病
者
を
救
命
す
る
処
置
を
救
命

手
当
て
と
い
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
消
防
団
で
は
消
火
訓
練
、
放
水
訓
練

の
他
に
救
急
救
命
講
習
を
受
講
し
て
お
り
、
二
年

に
一
度
、
受
講
の
更
新
を
し
て
い
ま
す
。

受
講
内
容
は
普
通
救
命
講
習
、
上
級
救
命
講
習

に
わ
か
れ
、
普
通
救
命
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
A
E

D
の
使
用
方
法
、
異
物
除
去
、
止
血
法
な
ど
を
学

び
、
上
級
救
命
で
は
普
通
救
命
講
習
の
内
容
に
加

え
て
、
小
児
・
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
、
傷
病
者
管
理
、

外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送
法
な
ど
学
び
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
け
が
は
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
り

得
る
こ
と
。
も
し
、
そ
れ
が
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な

場
合
、
迅
速
か
つ
的
確
に
処
置
を
行
え
る
か
ど
う

か
が
救
命
率
を
上
げ
る
分
か
れ
目
と
な
り
ま
す
。

救
命
講
習
は
一
般
の
方
も
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
埼
玉
西
部
消
防
組
合
狭
山
消

防
署
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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ま

で

第
5
分
団
紹
介
　
そ
の
7

第
5
分
団
は
、
奥
富
地
区
、
相
原
新
田
の
一
部
、
新
狭
山

地
区
（
1
丁
目
の
一
部
、
2
丁
目
）
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

奥
富
地
区
内
に
4
つ
の
車
庫
（
ポ
ン
プ
車
1
台
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
3
台
）
が
あ
り
、
総
勢
4
8
人
の
団
員

が
災
害
に
備
え
、
防
災
活
動
、
地
域
警
戒
、
消
火
訓
練
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

6
月
に
は
普
通
救

命
講
習
を
受
講
し
ま

し
た
。
受
講
終
了
者
に

は
、
認
定
カ
ー
ド
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
は
率
先
し
て

落
ち
着
い
て
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
秋
に

開
催
さ
れ
る
「
奥
富
か

か
し
祭
り
」
で
は
、
模

擬
店
を
出
店
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
団
員
一
丸

と
な
り
地
域
か
ら
頼

り
に
な
る
第
5
分
団
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま

す。

あ
な
た
の
身
近
な
避
難
堀
再

避
難
場
所
っ
て
ど
こ
だ
ろ
う
？

も
し
も
地
震
や
風
水
害
な
ど
が
起
こ
り
、

避
難
が
必
要
に
な
っ
た
ら
…

あ
な
た
は
す
ぐ
に
行
動
で
き
ま
す
か
？

「
い
ざ
っ
〃
‖
」
と
い
う
と
き
慌
て
な
い
た
め

に
、
狭
山
市
の
避
難
所
一
覧
を
参
考
に
、
日
頃

か
ら
避
難
す
る
場
所
と
安
全
な
道
順
を
家
族

や
地
域
の
人
々
と
話
し
合
い
確
認
し
て
お
き

ま

し

ょ

う

！

詳
し
く
は
、
狭
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
、

狭
山
市
役
所
0
4
（
2
9
5
3
）
1
1
1
1

市
民
部
　
防
災
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
も
政
事
黛
予
定

1
0
月
2
0
日

消
防
団
消
防
操
法
大
会

場
所
　
上
奥
富
運
動
公
園

1
2
月
1
日

消
防
団
特
別
点
検

場
所
　
柏
原
河
川
敷
公
園

1
2
月
2
9
3
0
日

歳
末
特
別
警
戒

場
所
　
市
内
全
域

1
月
1
2
日

消
防
出
初
式
（
予
定
）

場
所
　
未
定

3
月
1
6
日

新
入
団
員
説
明
会

場
所
　
狭
山
消
防
署

全
て
の
記
事
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
狭
山
市
役
所

市
民
部
防
災
課
ま
で
。
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広
報
会
員

粕
谷
　
紀
仁

横
田
　
武
史

指
田
　
太

塩
野
谷
英
則

小
島
　
利
明

統
桧

岩
城
　
利
治

渡
追
　
裕
貴

岸
本
賢
一
郎

松
本
　
直
樹

平
居
　
敬
司


